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絶賛好評発売中！
お問合せ・お求めは、ADELANTESHOPへ！
ADELANTESHOP（アデランテショップ）
URL : www.adelanteshop.jp
TEL:06-6346-5554 FAX: 06-6110-5122 

難破船の残した友情

DEL NAUFRAGIO A LA AMISTAD　
監督・脚本： ゴンサロ・ロブレド
音楽： エルンスト・レイスグル ・ 制作： 2009年、パチェ株式会社
ドキュメンタリー 60分 スペイン語（日本語字幕） NTSC
税込価格： 3,990円

スペイン情報誌acueducto
定期購読のご案内

スペイン情報誌acueductoでは、定期
購読をご希望の方に、送料をご負担頂
き、ご自宅までお届けしております。ご希
望の方は、以下を明記し、ファックス、郵
送、E-mailのいずれかでお申込みくださ
い。（お届けはお申込書提出・ご入金後
となります。）

① 氏名  ② 電話番号

③ ご住所 ④ 必要部数

【お申込先 】
1. 郵送の場合
    大阪市北区梅田2-5-8 

千代田ビル西別館2F 
有）ADELANTE　宛

2. ファックスの場合　06-6110-5122
3. E-mailの場合 info@acueducto.jp

【送料】 1,200円（１年間：4号分）
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Asociación Cultural Española

スペイン文化協会
¡Feliz año 2013!
A pesar de la lamentable crisis 

que atraviesa España, este año 
celebrará el “Año de Japón” y 
aquí disfrutaremos del “Año de 
España“.

Los actos de gran envergadura 
que acompañarán al “Año de España” son el Congreso 
Internacional sobre el español en Japón, que tendrá 
lugar en el Instituto Cervantes de Tokio en el próximo 
otoño, y la Ceremonia Conmemorativa a la Misión que 
capitaneó Tsunenaga Hasekura durante la época de 
Keicho y partió en barco de la bahía de Tsukinoura, 
en la provincia de Miyagi, hace 400 años. El barco, San 
Juan Bautista, que llegó hasta México con la Misión, 
fue reconstruido en Miyagi hace unos años. Aunque 
sufrió estragos por el gran terremoto de Tohoku y los 
posteriores tsunamis que sobrevinieron el 11 de marzo 
de 2011, el San Juan Bautista es considerado como el 
símbolo del restablecimiento de este área.

Este año, junto a la celebración del “Año de España”, 
el Departamento de Estudios Hispánicos de la 
Universidad de Estudios Extranjeros de Kioto cumple 
el 50 aniversario de su fundación. En esta Universidad, 
asimismo, se celebran la reunión de antiguos alumnos, 
el congreso internacional sobre España, la exposición 
conmemorativa a la Misión de Keicho y el simposio 
en materia de este grupo, el concurso de oratoria del 
español, el concurso del flamenco, etc. Actos en los 
que os esperamos a todos con vuestra participación.

Shoji Bando
Director  

　新年明けましておめでとうございます。
　ご案内のように、スペインの経済危機は続いていま
すが、そんな中で今年、日本では「スペイン年」、またス
ペインでは「日本年」を迎え、両国で数々の記念行事が
予定されています。
　スペイン年の中心は、二つあります。一つは、日本
におけるスペイン語に関する国際会議で、今秋、セル
バンテス文化センター東京で開催されます。もう一つ
は、400年前に宮城県月浦を発った常長の慶長遣欧使
節に関する記念行事です。使節団を乗せてメキシコま
で航海したサン・フアン・バウティスタ号の復元船は
2011年3月11日の東日本大震災とそれに伴う津波と
暴風で大きな被害を受けましたが、東北復興のシンボ
ルとして、復活しつつあります。
　「スペイン年」を迎えた今年、京都外国語大学スペイ
ン語学科は創設50周年を迎えます。
　スペイン年の一環として、50周年記念同窓会、スペ
インに関する国際会議、慶長遣欧使節400年記念展示
会とシンポジウム、全国学生スペイン語弁論大会、全
国学生フラメンコ大会など多彩な記念行事を予定し
ています。ご期待ください。

坂東省次

ご挨拶 
スペイン情報誌「acueducto」第12号をお届け致します

坂東省次　　ばんどうしょうじ / Shoji Bando

京都外国語大学スペイン語学科長・教授。
京都セルバンテス懇話会代表。
専攻はスペイン語学、日西交流史。
近著に『スペインを訪れた作家たち』（沖積舎）がある。

www.facebook.com/acueducto.japon

@acueducto_japon



お問合せ・ご注文は以下までお願いいたします：

有限会社ＡＤＥＬＡＮＴＥ
〒530-0001 大阪市北区梅田2-5-8 千代田ビル西別館 2F
TEL:06-6346-5554   FAX: 06-6110-5122
Email： info@adelanteshop.jp

スペインの味をご自宅でも！

小さなものから大きいカスエラまで、

各種とりそろえております。

スペインのシンボルでもある牛を、

カラフルでポップなモチーフにした

TOROエプロン（大人用）
1

2

2. TORO エプロン B
　￥2,730 - （税込）

1. TORO エプロン A
　￥2,730 - （税込）

1.  カスエラ　12cm ￥840 -  （税込）

2.  カスエラ　14cm ￥1,050 - （税込）

3.  カスエラ　17cm ￥1,470 - （税込）

4.  カスエラ　19cm ￥1,680 - （税込）

5.  カスエラ　21cm ￥2,100 - （税込）

スペイン家庭料理の必需品！
直火可能な耐熱陶器

カスエラ CAZUELA

日本でも大人気の
スペインサッカー公式グッズ登場

スペインサッカーチーム　オフィシャルニットマフラー
価格　各 ￥2,730 - (税込)  【サイズ】140 X 20 cm

1.  F.C. バルセロナ
オフィシャルニットマフラーC

adela
nte
shop

スペイン雑貨通信販売

お誕生日カード A-D
各￥350 - （税込）
【サイズ】 19 X 13 cm
＊封筒が付属しています

スペイン語誕生日カード
「お誕生日おめでとう」のメッセージをスペイ
ン語で送ってみませんか？動物のイラストが
描かれたとても可愛らしいカードです。

A タイプ B タイプ

C タイプ D タイプ

2.  レアル・マドリード
オフィシャルニットマフラーG

３.  スペイン代表
ニットマフラーB

４.  スペイン代表
ニットマフラーC

オフィシャルニット帽
各￥1,890 -（税込）

5. F.C.バルセロナ
オフィシャル
ニット帽 A

６. レアル・
マドリード

オフィシャル
ニット帽 A

スペイン語
ポストカード

牛をモチーフにしたポストカー
ドシリーズ。風車やフラメンコな
どスペインらしいテーマが描か
れています。

【サイズ】 14.8 X 10 cm
各 ￥100 -（税込）
A. ¡Feliz cumpleaños!
　（お誕生日おめでとう）
B. Gracias （ありがとう）
C. ¡Felicidades! （おめでとう）

A

B C

御注文は、E-mail、Fax、お電話にて承っております。
その際、決済方法は、代金引換か銀行振込をご指定ください。
送料は全国一律280円かかります。なお、1度のご注文で税込み8,000円以上ご
注文いただいた場合、配送先1箇所につき送料を無料とさせていただきます。
ウェブサイトでは、更に多くの商品をご用意しております。是非一度ご覧ください。
アデランテショップホームページ：www.adelanteshop.jp
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特集
西欧最古の都市、カディス

CÁDIZ

　今号の特集は、南部アンダルシア州に位置するカディスです。紀元前から貿易港として栄えた
この街は、美しい海岸線やそこに住まう人々の陽気さ、またカーニバルなどで有名です。
　市長からの手紙をはじめ、グルメ、観光、カーニバルや歴史など、年間を通して多くの観光客で
にぎわうカディスの魅力をたっぷりとご紹介します！

Especial
特集
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Carta de la Alcaldesa de Cádiz
カディス市長からの手紙
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　カディスは、3000年以上の歴史を持つ西欧最古の都市です。多くの
文化を受け入れ、様々な文明の十字路の役割を果たして来ました。歴
史の中で文明は互いに影響し合い、そして学び合いました。最古の都
市であること、そして文化が混ざり合っているという条件のもと、カデ
ィスは全ての人にとって魅力溢れる場所となりました。
　この”全ての人々”の多くを占めるのが、観光でカディスを訪れる人
々です。中でも、言語学習を目的とする観光が、ホスピタリティ溢れる
人々の性格と、来訪者をやさしく迎える人々の歓迎を特色とする、この
街に定着しつつあります。
　近年カディスでは、行政の側より語学留学のプロモーション強化に
努めており、他の大陸や国々からの学生や若者がこの都市に滞在して
スペイン語を学び、また観光するよう奨励しています。アジア圏、特に
日本でスペイン語の需要と教育の増加をうけて、教育機関の数を増や
しました。
　日本では”スペインらしさ”が流行していることを、折にふれて読む
機会がありました。そこでacueducto誌から与えられた機会を使って、
カディスの代表として、この街を訪れたい、またこの街で学びたいと考
えている全ての日本の若者や大学生のみなさんに、歓迎の意を表し
たいと思います。
　カディスには、良質の教育を提供する為に必要な設備や条件が揃
っています。しかし、それだけではありません。ここでは、居心地よく有

Cádiz es la ciudad más antigua de Occidente con más de 
3.000 años de historia. En este tiempo ha acogido multitud 
de culturas y ha sido cruce de caminos de diferentes 
civilizaciones. En unas y otras, la ciudad ha influido a lo 
largo de la historia y de todas, ha aprendido. Esta condición 
de ciudad germen y mezcla de culturas ha convertido a 
Cádiz en un lugar atractivo para todos.

En este todo los turistas juegan un papel protagonista 
y, dentro del turismo en general, el segmento del turismo 
idiomático ha empezado a tomar arraigo en esta ciudad que se 
caracteriza, especialmente, por el carácter hospitalario de su 
gente y por brindar una amable acogida a quienes la visitan

En los últimos años se ha intensificado el esfuerzo desde 
las instituciones por promocionar la oferta lingüística en 
Cádiz y promover, entre estudiantes y jóvenes de otros 
países y continentes, las estancias en la ciudad para estudiar 
español y, también, hacer turismo. El número de centros de 
enseñanza de español aumenta al tiempo que se potencian 
la demanda y la enseñanza de la lengua española en otros 
continentes como el asiático, en especial en Japón.

Hemos leído en muchas ocasiones que ‘lo español’ está 
de moda en Japón. Por ello, desde Cádiz y a través de la 
oportunidad que me brinda la revista ‘Acueducto’ quiero 
corresponder como representante de la ciudad y dar por 
anticipado la bienvenida a todos los jóvenes y estudiantes 
japoneses que quieran venir a conocer nuestra ciudad y 
estudiar en ella.

Cádiz cuenta con los recursos e infraestructuras 
educativas necesarias para ofrecer una formación y 

atención de calidad a los jóvenes. Pero Cádiz es mucho más, 
es garantía de una estancia acogedora y provechosa.

En la actualidad, Cádiz es un destino turístico consolidado 
a nivel internacional. Además de kilómetros de playas de 
arena blanca –siempre atractivas para quienes nos visitan- 
la ciudad cuenta con una riqueza artística y monumental 
de primer orden, una variada gastronomía y una 
importante oferta cultural y de ocio. A esto hay que sumar 
que el propio encanto que ofrece la configuración de Cádiz 
como ciudad pequeña y rodeada de mar, la convierte en el 
escenario ideal para la práctica de multitud de deportes al 
aire libre, entre otros los acuáticos como la vela, el surf o 
el piragüismo, que encuentran en los estudiantes y jóvenes 
extranjeros que pasan largas estancias en Cádiz, a unos 
grandes aficionados.

De todo el potencial turístico destaca un elemento 
diferenciador del resto de ciudades y destinos: la amabilidad 
y hospitalidad de los gaditanos. De hecho Cádiz, como reza 
su marca turística, es ‘La ciudad que sonríe’.

Por estos y otros muchos motivos, como alcaldesa de 
Cádiz os animo, no sólo a los jóvenes de Japón sino también 
a los centros y entidades de enseñanza de español del país, 
a que vengáis a Cádiz, disfrutéis de la ciudad, conozcáis o 
perfeccionéis el segundo idioma más hablado en el mundo. 
Os aseguro que será una experiencia enriquecedora e 
irrepetible. A casi quince mil kilómetros de distancia, los 
gaditanos os esperamos con los brazos abiertos.

Teófila Martínez Saiz
Alcaldesa de Cádiz

意義な滞在が保証されています。
　現在、カディスは国際的にも知られた観光地です。訪れる人々を惹
きつけてやまない数キロにも及ぶ白い砂浜のビーチだけでなく、一
流の芸術、多様な食文化、文化イベントやレジャーを楽しめます。
　これに加えて、カディスの地形がもたらす特有の魅力があります。規
模が小さく、海に囲まれている地形は、この街をアウトドア、とりわけヨ
ット、サーフィン、カヌーといったマリンスポーツを楽しむのに理想的
な場所にしています。カディスに長期滞在する外国人学生や、若者達
はこのようなマリンスポーツが大好きです。
　これまでに述べたようなカディスが備える観光地としての可能性の
中で、他とは一線を画す要素があります。それは、カディスの人々の優
しさとホスピタリティです。事実カディスは、その観光スローガンの通
り、「微笑みの街」なのです。
　カディス市長として、日本の若者のみならず、スペイン語教育機関
の皆様にも、是非この街を訪れ、楽しみ、知り、また世界で2番目に話
されている言葉を学んで頂きたいと思います。この街での滞在が、豊
かで比類の無い経験となることでしょう。日本から約15,000km離れた
この地から、両手を広げて皆さんをお待ちしています。

カディス市長　テオフィラ・マルティネス・サイス

Especial
特集
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　カディスが観光客に驚きを与え、惹きつける理由として、歴史都市と
しての魅力、大西洋に面したさらさらの砂に囲まれたビーチ、またあ
らゆるマリンスポーツを楽しめるという点が挙げられるだろう。
　食の宝庫という側面も捨てがたい。新鮮な魚介類やビーノ・デ・ヘ
レス（シェリー酒）といったグルメも楽しめる。市内にある細い路地で
は、他では見ることのできない文化の多様性に触れることができるの
も素晴らしい。例えばヴィニャ地区はカーニバルの核を担い、またサ
ンタ・マリア地区では人々が喜びに満ちたフラメンコを歌い、踊る。
　カディスでは、都市観光とビーチでの楽しみやマリンスポーツなど
が一度に経験できるという大きな利点がある。またカレタビーチの夕
暮れやサンタ・マリア・デル・マル、ヴィクトリア、コルタドゥラのビーチ
沿いの遊歩道の眺めは美しく、波打ち際で“ティント・デ・ベラノ”を楽
しむのも良い。
　カランサ橋から市内に入り少しずつ湾に近づいていくにつれて、観
光客はその美しさに驚き、デ・ティエラ門をくぐると、フェニキア、ロー
マ、カルタゴ、アラブといった古い時代にタイムスリップしたかのよう
な気分に浸る。そして街を散策すればフラメンコやカーニバルに触
れ、1000年以上続くこの街の魂の先端に触れることができる。こうい
った魅力はごくわずかな街でのみしか感じることができない。
　フェニキアやカルタゴ、ローマの船が停泊していた天然の港がある

観光とビーチ
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写真左上：ローマ劇場遺跡
写真左下：上空から見たカディス市街

写真右上：サーフィンなどのマリンスポーツを楽しめる
写真右下：ヴィクトリアビーチ

Especial
特集

カレタビーチでは、サン・セバスチャン城やサンタ・カタリナ城といっ
た2つの城を前にして歴史に思いを馳せることができる。ここは過去
に“007”、“恋は魔術師”、“アラトリステ”といった映画の舞台ともなり、
カディスを象徴する名所である。
　海に向かってカンポ・デル・スール通りを散策すれば、まずサンタ・
マリア・デル・マルビーチにたどり着く。サーフィンにうってつけのこの
ビーチを過ぎると、紺碧の海と上質の砂のヴィクトリアビーチが出現
する。ここはヨーロッパの都市部にあるビーチとして、最高クラスに分
類されており、そのためヴィクトリアビーチは1987年以来、ヨーロッパ
でもっとも美しいビーチやマリーナにのみ与えられる“ブルーフラッ
グ”を授与され続けている。しかもビーチとして初めて、環境管理の面
でスペイン規格協会（AENOR）から認定をうけるとともに、観光の質
において上級クラスの”Q”を獲得した。
　ヴィクトリアビーチのすぐ後には、4キロにもわたるたコルタドゥラ
ビーチが現れる。柔らかく大変美しい砂丘を擁した、その美しい景観
を前にして、澄んだ気持ちでビーチを散策できる。
　西や東へ風が吹き、空気は澄み渡り、太陽が街を照らす。カディスは
旅行者にとって再び訪れたい場所となる。
　ラ・カレタの帆や小船がカディスを離れる旅行者に「さようなら」、あ
るいは「またすぐに」と言っているかのようである。

カレタビーチの美しい夕暮れ
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Un paseo gastronómico por Cádiz
カディス食べ歩き・飲み歩き

　古い歴史をもつカディスの町には、夏のバカンスに行くのもいい。2月の有名なカーニバルに行くのもいい。で
も、食べ歩き・・・？
　最初に頭に浮かんだのは、そんな疑問だった。スペインのかなりの街々を食べ歩きしてきた私だが、今までカ
ディスにどうしても行きたいというモチーフとは出会わなかった。というのも、「カディスの名物は?」と聞くと間違
いなく「ペスカイト・フリート」、つまり小魚のフライという返事が返ってくるからだ。
　港町なのだから当然とはいえ、小魚のフライ、小エビのかき揚げ、サメのフライと人々が勧めてくれるものは揚
げ物ばかり。これでは、あまり食べ歩きの意欲は湧かない。
　しかし昨今は、スペインの津々浦々に優れた若手料理人がいる時代なのだ。まさかどこに行っても魚のフライ
だけということはないはずだけれど・・・と一抹の不安を抱えたまま、私のカディス食べ歩きは始まった。

タルタル・デル・アトゥンタルタル・デル・アトゥン

パステル・デ・メルル−サパステル・デ・メルルーサ
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＜エル・ファロ＞
　海岸線に面した太い通りはそのままカディスの町の先端部をぐるり
と取り囲んでいるが、そこから少し路地を入ったところに、誰に聞いて
も町一番と評判の高いレストラン「エル・ファロ」がある。
　お父さんの跡を継いで店を切り盛りしているオーナーのマイテは、
いままさに脂の乗り切った女性実業家。大勢のスタッフがきびきびと
動いているレストランでも、彼女なしには仕事が進まない様子がよく
分かる。

「トルティータ・デ・カマロンはもう食べた？　これは外せないでしょ。
でもうちの人気料理、メルルサのパステルも食べてほしい。うちのア
ルメハスもよそにはない味ね。あとは魚のアルボンディガス。これで
結構お腹が一杯になると思うわよ。」
　注文した品以外に、ワインのつき出しとしてパタタ・アリニャーの大
盛りの皿が登場。一通り食べ終わるころには、カディスには揚げ物以外
にも美味しいものがあること、但しどれもボリュームたっぷりでなくて
は美味しいとされていないことをひしひしと実感していたのだった。
ここで断っておかなくてはいけないが、アンダルシアの料理について
カタカナで書くのはなかなか難しい。現地の発音では語尾のSはもち
ろんのこと、Dも飲み込んでしまうので、たとえば pescaditos fritos は
ペスカイト・フリートになってしまう。
　Patatas aliñadas は、茹でたジャガイモをドレッシングでからめて味
付けしたもの。 Pastel de merluza は、白身魚を裏ごしして卵などとあ
わせ、ムースとして固めたもので、カディスだけの料理というわけでは
ないが海辺の町では人気のある料理。 Almejas con gambas y setas
は、海老とキノコをソースに加えて煮込んだアサリで、なるほど少し凝
った味わいの一品。 Albondigas de pescado は白身の魚をすりつぶ
して作ったボールが柔らかなトマト味で煮込まれていて、ミートボー
ルとはまた違うやさしい味だ。

Especial
特集

エビときのこ入りアサリエビときのこ入りアサリ

歴史を感じさせる店内歴史を感じさせる店内
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　そして、マイテが「これは絶対食べなくては」と言ったTortita　de 
camarones は、カディスの名物料理で、小エビを小麦粉でまとめて揚
げたもの。カマロンというのは生の時は透明、加熱すると赤くなる小
さなエビの名前で、カディス出身のフラメンコの歌い手カマロン・デ・
ラ・イスラは、小さくて赤毛であるところからこの愛称がつけられ芸名
になったという。カリッと揚げたところは、日本のかき揚げに似ている。
　白状すると私は、マドリードのアンダルシア系のバルでこの料理を
出された限りでは、あまり感激したことがなかった。エビの鮮度、オリー
ブ油の質、衣の分厚さ、揚げ方など、簡単なようでいて難しく、どこでも
美味しいというわけにはいかない。しかし本場カディスの一流レストラ
ンのそれは、新鮮な油の香り、薄い衣の適度な食感、香ばしい味で、シ
ェリーでもビールでも、どんどん飲みたくなるような美味しさだった。

＜ベントリージョ・デル・チャト＞
　食事とインタビューが終わって帰り支度をしていると、マイテが誘
ってくれた。
「よかったら明日は、私のほかの店もいらっしゃい。案内してあげる
から。」
　そんなマイテの好意に甘えて、彼女が経営する店の1軒を見せてもら
うことにした。というのも、そこがただのレストランではなく、カディスの
食を知るうえで外せないベントリージョという名前の付いた店だからだ。
　Venta とは本来、町はずれの街道筋にある旅人のために食事も出
す宿屋のこと。 Ventorro, ventorrillo となると、規模が小さいだけで
なく、無法者が泊まったり賭け事をする部屋があったりと、さらに怪し
げな居酒屋兼宿屋というニュアンスになる。昔はカディス周辺には何
軒も、そういう店があったというが、今はもうない。そして元はベント

リージョであった場所を、今はマイテのファミリーがレストランにして
いるのだ。
　カディスの町と、その付け根にあるサン・フェルナンドを結ぶ細い部
分に面して、いかにも街道脇の宿という風情の「ベントリージョ・デル・チ
ャト」がある。ここで繰り広げられた宴の数々に思いを馳せながら冬の
海を見て、 tartar de atún マグロのタルタルの一皿をご馳走になった。
　カディスのもうひとつの名物は、 almadraba アルマドラバと呼ばれ
る豪快なマグロ漁。マグロを日常的に食べるこの一帯ならではの素
朴な料理が、最新の洗練されたバージョンで出されてびっくりする。

「今や『怪しげな宿屋』ではなくて『おしゃれなレストラン』なんです
ね・・・」
と私が感想を述べると、マイテとシェフが笑い出す。マグロに添えられ
た一杯のマンサニージャ（辛口のシェリー）がすきっと美味しい。

＜フレイドゥリア・ラス・フローレス＞
　夕食はいかにもカディスらしいところ、レストランではなく気軽なバ
ルでと考え、ガイドブックでは一押しの「freiduría」、つまり揚げ物屋さ
んに行くことにした。
　Plaza de las flores 花の広場という名前どおり、広場の中央にぎっ
しり花屋の屋台が並ぶ広場に面して、「フレイドゥリア・ラス・フローレ
ス」がある。絶えず揚げ物の匂いが立ち込める飾り気のない店だが、
昼も夜もいつ通ってもにぎわっている。
　ここでとうとう、避けていたカディス名物「ペスカイート・フリート」
に挑戦した。色々な魚のフライが、大盛りで皿に載せられてくる。しか
し、恐れていたほど脂っこくはない。油の匂いも悪くない。揚げ方はさ
すがに上手。値段も安いし、旅の土産話に1回は食べてもいいだろう。

ベントリージョ・デル・チャトの店内ベントリージョ・デル・チャトの店内
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　バルのカウンターには、フライだけでなく、ちょっとしたタパスも並
んでいる。ビールを飲みながら、紙に包んでフライを買っていく地元
の人たちの様子を見ているのも楽しい。
　食事を終えて歩いていくと、12月だというのにちっとも寒くないカディ
スの町の通りを、人々は軽装で夜もそぞろ歩いている。食後の一杯はテ
ラスに座って、と言えるのがこの夜の最高の贅沢だったかもしれない。

＜メルカド・セントラル＞
　知らない町に行って、そこの食を手っ取り早く把握するには、市場に
行くのが一番の近道だ。カディスの公営市場は、細い路地と小さな広
場が連なる旧市街の一角にある。まずは鮮魚店の固まっているコー
ナーへ。
　マグロの巨大な切り身がごろごろ転がっている。小型とはいえ、明ら
かにサメの顔をした魚も並んでいる。エビ、イカ、タコの専門店、貝類
の専門店、燻製の専門店。いくら歩き回っても飽きない、市場の活気と
喧騒がある。
　写真を撮らせてもらいながら歩いているうちに、巨大なカジキマグ
ロの頭を飾っている店に出会った。これで何キロくらい？近くで捕れ
るの？どんな料理にするの？次々と繰り出す私の質問に、お店のお兄
さんが親切に答えてくれる。彼、フェルナンドは地元カディスの生まれ
で、ダイビングが好きな鮮魚店オーナーだ。

「カディスといえばマグロ漁。だけど、ほかにもうまい魚は色々ある。
季節によっても変わる。カマロンは今の時期は捕れないから、揚げて
売っているのは冷凍だね。食べ歩きするなら、冷凍ものを買わない
店、毎日シェフが自分で市場に来て魚を買っていく店をチェックしなく
てはダメだね。」
　今度カディスに来るときは、色々お店を教えてもらう。それまではネ
ット上で情報を交換していこうと約束するとフェルナンドは、マグロの
うしろからアイフォンを取り出して、にやっとしてみせた。

Especial
特集
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＜サン・アントニオ＞
　カディスでの最後の食事は、この町が大好きで毎年訪れている友
人のお勧め店、サン・アントニオ広場に面したレストラン「サン・アント
ニオ」に決めた。こじんまりして居心地のいい店内、長年働いている風
情のカマレロたち。奥のテーブルには、明らかに毎日ここで食事をし
ている老紳士がいたり、神父様とその友人たちがにぎやかにテーブ
ルを囲んでいたりと、美味しい料理の出てくる予感がする。
　友人が勧めてくれたのは、 sopa de tomate トマトスープと fideos 
con caballaサバ入りのパスタ。どちらもスープの類だが味見したいの
で両方注文すると、大きな土鍋に並々と入ったスープと、スープ壺い
っぱいのパスタが出てきた。
　トマトスープと言ってもエストレマドゥーラ風で、パンがたっぷり入
った濃厚なもの。上には卵が割りいれてあり、これだけで食事にして
もいいようなボリュームだが、隣りの地方から伝わってきて海辺の町
で定着した、滋養あふれる一皿がお腹にやさしい。そしてサバを具と
して入れたマカロニも漁師町らしい素朴な味わいで、レストランの料
理というよりは田舎のおばさんの料理という雰囲気。なんだか下宿の
夕食でも食べているような気分になってくる。
　メインディッシュは飛ばしてデザートは leche frita レッチェ・フリー
タを注文する。甘くした牛乳を小麦粉で固めてからフライにしたこの
デザート、スペイン北部でもよく食べるけれど、ぷりっと固めた食感、
かりっと揚げた衣、たっぷりかけたシナモンの風味はどんな料理のあ
とにも相性のいい昔ながらのデザートだ。店のお勧め料理をどれも
見事にクリアした私に、メトレが食後のお茶とリキュールをサービス
してくれて、旅の最後の食事もめでたく終わったのだった。

　さて、私のカディス食べ歩きの旅。読者諸氏は、いったい何日間の
旅だと想像なさるだろうか？　実はたった２泊３日の旅だ。その間、

ここに記したものだけでなく、カディス名物の菓子 Pan de Cádiz （ク
リスマス菓子のマサパンの一種）も食べた。 Empanada de atún （マ
グロ入りパイ） も食べた。オリーブ油を塗って食べるアンダルシア風
のトーストの朝食も食べた。そして、どれにも満足した。決して「揚げ物
だけのカディス」ではない。
　だから、自信を持ってお勧めしたい。カディスへの食べ歩きの旅を。 
¡Vamos a Cádiz!

文・写真　渡辺万里

渡辺　万里
わたなべまり / Mari Watanabe

学習院大学法学部政治学科卒。
1975年よりスペインで食文化史の研究に取り組むと同時に、スペイン料
理界最前線での取材に従事する。
1989年、東京･目白に『スペイン料理文化アカデミー』を開設。さらに各地
での講演、執筆などを通してスペイン文化の紹介に携わっている。
早稲田大学文化構想学部非常勤講師。
著書に「エル・ブジ究極のレシピ集」（日本文芸社）、「修道院のうずら料理」

（現代書館）、「スペインの竃から」（現代書館）など。

スペイン料理文化アカデミー　　http://academia-spain.com
〒171-0031 東京都豊島区目白4-23-2　　TEL : 03-3953-8414
スペイン料理クラス、スペインワインを楽しむ会、フラメンコ･ギタークラ

スなど開催

ソパ・デ・トマテソパ・デ・トマテ

フィデオ・コン・カバジャフィデオ・コン・カバジャ レッチェ・フリータレッチェ・フリータ
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Ventorrilo del Chato
Via Augusta Julia, s/n, 11011 Cádiz

電話:+34 956 25 00 25

El Faro
Calle San Félix, 15, 11002 Cádiz

電話:+34 956 22 58 58

Freiduría Las Flores
Plaza Topete, 4, 11001 Cádiz

電話:+34 956 22 61 12

Mercado Central
Calle Santa Lucía, 10, 11002 Cádiz

電話:+34 956 22 56 61

Restaurante
San Antonio

Plaza de 
San Antonio, 9, 

01101 Cádiz
電話:+34 956 

21 22 39

Información:

注意：上記情報は、2013年2月時点のもので
変更する可能性があります。
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● 縁あれど、縁遠かったサンルーカルの街

　今は去ること20年程前、初めて行ったスペインで、初めて自分で買
ったスペインのワインがカディス産の白ワインだった。
　店を始めてから知ったのだが、この “Castillo de San Diego （カステ
ィージョ・デ・サンディエゴ）”というワインは、サンルーカル・デ・バラ
メーダにある有名シェリー蔵のアントニオ・バルバディージョ社が、シ
ェリー用の品種であるパロミノ種を用いて作ったという変わり種で、
発売以来人気を得て、今では「アンダルシアで一番売れている白ワイ
ン」らしい。
　そんな私が、興味を持ちつつも、なかなか足を運べないでいたの
がサンルーカルだった。サンルーカルは、シェリーと同じ製法で作られ
るマンサニージャの産地として名高い。ヘレスのフィノより軽やかな

口当たりで魚介類によく合う。是非、一度現地で飲んでみたいと常々
思っていたのだが、そんな折、スペイン帰りの知人から「サンルーカル
ってイソギンチャク食べるんだよね」などという話を耳にした。そりゃ
あ、是非食べてみたい！
　そしてハブーゴのハモン工場の見学に行った際に、「あとはどこを
回って帰るの？」という担当者に「サンルーカルとかかなあ…」と何気
なくつぶやくと、「サンルーカル！絶対行くべきだよ！！あそこのトルティ
ジータ・デ・ガンバスはめちゃくちゃうまいよ！」とご親切にも“一番お
いしいトルティジータ・デ・ガンバスが食べられる”という店まで興奮
した口調で教えてくれたので、そのままサンルーカルへと向かったの
だった。

美味いぞサンルーカル！！
～サンルーカル食巡り記～
美味いぞサンルーカル！！
～サンルーカル食巡り記～

ボデガの街らしく、街中ではいたるところで
シェリー樽がディスプレイされている。

サンルーカル・
デ・バラメーダ

カディス

Sanlúcar de Barrameda

Cádiz
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●モスト飲むならサンルーカル！！

　帰国後、苦労して持ち帰った生マンサニージャのボトルをカウンタ
ーに出すと、「何これ？油？」と皆、不審そうな顔。「これはマンサニージ
ャの新酒で、日本じゃまず飲めない代物なんですよ！」ともったいぶって
言うと、「確かに軽いけどシェリーっぽいね」、「シェリーのようなワイン
のような…でもうまい！」などと口々に感想を述べながら飲んでいた。
　スペインではワインの新酒（モスト）の方が有名だが、マンサニー
ジャの新酒の方が断然いける。つまみも海の幸が豊富で文句なくうま
い！ヘレスやカディスほどメジャーじゃないけど、サンルーカル、お勧
めです！

文・写真　小林みずき

小林みずき
こばやしみずき  /  Mizuki Kobayashi

早稲田大学大学院人間科学研究科修士課程修了。
スペインの食と文化に魅せられ、アンダルシア地方を中心に、スペイン各
地を渡り歩く。
ライター業を経て、2003年より、東京・高田馬場にて「スペイン・バルOlé」
を経営。著書に「魅せる！フラメンコ・アイテム～カスタネットからマントン
まで～」（パセオ）、共著に「南スペイン・アンダルシアの風景」（丸善ブック
ス）など。

●サンルーカルの食は深し！

　街の中心にあるカビルド広場に面しているというその店に早速向
かうと、なんと2週間の長期休暇中だった。残念だが、この広場の周り
にはバルがひしめいていて、どこの黒板にも “Tortillita de gambas” 
の文字が躍っている。安くておいしそうな店を物色して、早速、マンサ
ニージャと共に注文。果たして小皿にのって出てきたのは、どう見ても

「小エビのかき揚げ」だった。ピコスが添えられているのがタパスら
しさを醸し出しているが、さくっとした食感といい、まごうことなき、日
本のかき揚げである。
　なんだか愉快な気分になった私は、酔った勢いで宿近くのバルに
入った。ここでしか飲めない地酒のようなものが飲みたい、と言うと、
店員が入り口近くの樽を指差し、「これは今年できたマンサニージャ
の新酒で、通常のシェリーみたいに酒精強化していないんだ。地元の
人は皆、この時期、これを買って飲んでるよ」とサラダ油の入れ物のよ
うなポリ容器を振ってみせた。試飲すると、シェリーのようなそうでな
いような生っぽい味わい。量り売りという面白さも相まって、つい2リッ
トルも購入してしまった。
　翌日、もう一つの目的であるイソギンチャクを食べに繰り出したが、
それらしきものが全然見当たらない。おまけに「イソギンチャク」とい
うスペイン語が何だったかどうしても思い出せない。困った私は絵を
描いて宿の爺さんに見せ、尋ねてみた。「海の幸の一種で、こんな形し
たやつなんだけど…」、「ああ、カラコール・デル・マールだな」
　……が、やはりどこのバルで聞いてもないという。第一「カラコー
ル」とは「かたつむり」のこと。イソギンチャクに殻などないし、何かが
おかしい気がする…。悩んだ私は街の観光案内所で同じ絵を見せ、再
度尋ねた。

「ああ、オルティギージャズね。バホ・デ・ギーア（グアダルキビール川
の河口沿いに密集する海産物のレストラン街）で食べられるわよ」
　そうそう、オルティギージャスだよ！！と蘇った記憶に喜びながら小走
りで向かうと、運良く覗いた１軒目で “Hay ortiguillas” の文字が飛び
込んできた。出てきたのはフライにされた黒い物体。口に含むと一瞬
サクッとしたあと、ぐにゃりという食感と共に磯の香りが口の中に広が
った。まるで磯そのものをそのまま無理やり固めてフライにしたよう
な、うまいともまずいとも言いがたい不思議な味だった（ちなみにカラ
コール・デル・マールとはやはり巻貝の一種だった。私、そこまで絵が
下手かしら？？？）。

日本のかき揚げを彷彿させるトルティジータ・デ・ガンバス

白ワインの銘柄名に使われたサンディエゴ城
（Castillo de San Diego）は、サンルーカルの街の高台、
製造元のアントニオ・バルバディージョ社の向かいにある

くだんのオルティギージャス（イソギンチャク）のフライ。
盛り付けはなかなかおしゃれ！？

Especial
特集
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　カディスのカーニバルは、スペインだけでなく世界でも最も有名な
カーニバルの１つである。16世紀から毎年2月に開催されてきたこの
祭りは、比類のないユーモアや陽気さ、音楽によって広く知られている。
　工夫にとんだ仮装やその行列の色彩もさることながら、街中でいく
つものグループが歌うユーモア溢れる歌詞をつけたコプラという民
謡がその目玉だ。コーラス、チリゴタと呼ばれる歌い手たち、仮装行
列、カルテットからなるこのグループは、社会的な階級を問わず様々
なメンバーで形成され、毎年集まってはファンを驚かすために新しい
歌詞や曲を作っている。コプラは、ユーモアと批判が混在する内容で、
カディスの人々の表現の自由を求めている。
　このカーニバルがもつ笑いや娯楽、良い雰囲気といった要素、社会
や政治への批判的な態度。カーニバルの期間中、人々は街中の通りに
溢れ、この祭りを心から楽しむ。
　カーニバルの期間中1週間以上にわたって、カディスには、タンゴを
歌うコーラスのパレードや仮装行列が観衆にその芸術を披露するた
めの広場に取り付けられたステージ「タブラオ」が現れ、街には陽気
な歌い手の一団が溢れる、ここを訪れた人を笑顔にする。
　 こうしたカディスの人々の想像力やユーモア、才能、気品といったも
のが、このカーニバルをスペイン中で最も愛される真の祭りの１つに
している。スペインの中でもカディス人は陽気でユーモアのセンスが
あることで知られている。彼らは、いつでも訪問者を歓迎し、カーニバ
ルの期間中、この地を訪れた人たちが、最も重要な祭りに参加できる
ようにと心を配っている。カディスでは誰一人として自分を「よそ者」と
感じることはない。

カディスのカーニバル

揃いの衣装に身をつつんだ歌い手たち
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イベロアメリカ首脳会議でカディスに集まった各国首脳陣
写真中央にフアン・カルロス１世

　去る2012年11月16・17日、スペイン・カディスにおいて、第22回イベ
ロアメリカ首脳会議が開催された。2012年は「ラ・ペパ」として親しま
れているカディスの1812年憲法（世界第3番目のマグナ・カルタ）制定
から200周年にあたる記念すべき年であった。

　現在22カ国が加盟するイベロアメリカ機構(OEI)は、1991年から毎
年各国の首脳を集め、最高水準の国際会議を開催している。この会議
では加盟国間の関係や対話の強化を目的に、互いに信頼、協力し合
える環境をつくり、経験を共有し、起こりうる問題の解決策を模索して
いる。会議にはOEIの全加盟国の参加が前提とされているが、カディ
ス会議ではアルゼンチン、キューバ、グアテマラ、パラグアイ、ウルグア
イ、ベネズエラの首脳が様々な理由により欠席となった。

　フアン・カルロス1世とアストゥリアス公らの計らいの下に開催され
たこの首脳会議には、経済危機に対するイベロアメリカからの支援策
を練るという明確な目的があり、国王は「大きな目標」を達成するため
には、南アメリカの経済成長や投資家にとっての南アメリカの魅力を
有効活用しながら、「協力すること」が必要であると述べた。また、イベ
ロアメリカ事務総長エンリケ・イグレシアスは他の目標として、雇用拡
大とイベロアメリカの有能な若い人材活用を掲げた。

　今回の首脳会議の参加者はファリャ劇場や1812年憲法が制定され
たサン・フェリペ・ネリ礼拝堂など、カディスの町の象徴的な場所を巡
った。この1812年憲法は当時において最も自由主義的な憲法の一つ
であり、現行の憲法の基礎となっている。また、その作成の際にはアメ
リカ大陸の代議員も加わり貢献した。

　「ラ・ペパ」制定200周年を迎える記念すべき年に、第22回イベロア
メリカ首脳会議の開催地としてイベロアメリカ文化の首都に選ばれ
たカディスにとって、2012年は栄光に満ちた輝かしい年となった。

2012年イベロアメリカ首脳会議

写真左：
ラ・ペパ（1812年）憲法が制定され
た、サン・フェリペ・ネリ礼拝堂内部

写真上： ファリャ劇場

写真下：
サン・フェリペ・ネリ礼拝堂での記
念撮影



20     www.acueducto.jp 

　スペイン最初の民主的憲法である、「スペイン王国憲法」、通称
1812年憲法、カディス憲法は、ナポレオン戦争の最中の1812年にカデ
ィスで作られた。
　1808年のナポレオン戦争ぼっ発以降、ヨーロッパはたちまち戦火
に巻き込まれ、各地で侵略軍・占領軍に対する抵抗運動・独立運動が
起こった。スペインでも、首都マドリードや各地での民衆の暴動、蜂
起が頻発し、ナポレオンの実兄が国王ホセⅠ世としてスペインに入る
や、国民の抵抗運動は、その後「ゲリラ戦」という言葉として世界中に
知られるほどに、激しさを増す。
　ナポレオン戦争中、スペイン各地に地方評議会が作られ、そしてそ
れらをまとめる形で成立した中央最高統治評議会が臨時政府の役割
を果たした。また1810年には、唯一戦火をまぬがれたカディスで国民
議会が招集され、1812年3月19日に、フランスがスペインに押し付け
たバイヨンヌ憲法に代わる新しい憲法が制定された。これがカディス
憲法である。
　カディス憲法は、プロシア憲法や大日本帝国憲法のような君主主
権ではなく、国民主権を謳っていた。また三権分立による国家機構・
国家機関の種類と役割、それらの権限、国民の権利・義務が明記され
た。加えて、カトリックが国教として規定され、国民の慈愛、隣人愛など
も強調されている。
　国家憲法としてのカディス憲法の生命はわずか二年と短く、ナポレオ
ン戦争後の1814年、王座に返り咲いたフェルナンドⅦ世により失効が
宣告されている。だが、中南米諸国がスペインから独立する際に、カデ
ィス憲法をもとに自分たちの国家の新しい憲法を作ったことを考えれ
ば、カディス憲法はまさに、世界に影響を与えた憲法といえるだろう。

文　島田　顕

カディス憲法（1812年憲法）
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　カディスの歴史は意外に古い。紀元前12世紀、海の民として知られ
たフェニキア人はこの地に天然の良港を発見、地中海交易のための
港湾都市を建設した。カルタゴによる支配も経験するが、フェニキア
時代、その後のギリシャ・ローマ時代にカディスは地中海交易の港町
として莫大な富を為政者にもたらす。一時西ゴートに占領され、さら
にイスラム時代には衰退するものの、レコンキスタ期の1266年には、
アルフォンソⅩ世によりこの地が完全にスペイン人のもとに戻る。大
航海時代の1492年には、ジェノヴァ生まれのイタリア人、コロンブス
が、カディスから新大陸発見の旅に出発した。以後、スペインの植民地
となった中南米から、カディスを経て、スペイン、そしてヨーロッパに
銀や香辛料がもたらされた。カディスは植民地経営基地として、スペ
インを繁栄に導いたのである。
　1588年のスペインの無敵艦隊と、ドレーク率いるイギリス海軍との
海戦でスペインが敗れると、カディスも衰退の道を歩むようになる。ナ
ポレオン戦争期にカディス憲法がこの地で作られたが、その後の歴史
で政治の表舞台に立つことはなくなった。しかし、その後も貿易港、漁
業基地、また造船業などの工業都市、さらに軍港として、カディスは周
辺の港湾都市とともに発展を続けている。

文　島田　顕

カディスの歴史

島田 顕
しまだあきら / Akira Shimada

1965年横浜市生まれ。
法政大学文学部史学科卒業、一橋大学

大学院社会学研究科博士後期課程修了。モスクワ放送日本語課
翻訳員兼アナウンサーを経て、法政大学理工学部講師。博士（社
会学）。
著書に、『ソ連・コミンテルンとスペイン内戦――モスクワを中心
にしたソ連とコミンテルンのスペイン内戦介入政策の全体像』

（単著）、『コミンテルンが描いたユートピア   スペイン人民戦線
政府・共和国論』（単著）、など。
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[sic] Spanish in Cadiz

C/ Condesa Villafuente Bermeja 7 
11008, Cádiz, España
Tel.: +34 956 252 724 Fax: +34 956 259 230
www.spanishincadiz.com
E-mail: administracion@spanishincadiz.com

Centro Internacional de Idiomas Melkart

C/ General Menacho 7, 11004, Cádiz, España
Tel.: +34 956 222 213 Fax: +34 856 174 283
www.centromelkart.com
E-mail: info@centromelkart.com

GADIR

C/ Pérgolas 5, 11007, Cádiz,España
Tel. y Fax: +34 956 260 557
www.gadir.net
E-mail: info@gadir.net

K2 INTERNACIONAL

Plaza Mentidero 19, 11003 Cádiz, España
Tel. y Fax:  +34 956 212 646
www.k2internacional.com
E-mail: info@k2internacional.com 

CLIC INTERNACIONAL HOUSE CÁDIZ

C/ de las Acacias, 13, 11007, Cádiz, España
Tel. y Fax:  +34 956 255 455
www.cadiz.clic.es
Email: infocadiz@clic.es

今号の特集記事を編集・掲載するにあたって、
カディスにある５つの語学学校にご協力頂きま
した。
・スパニッシュ・イン・カディス
・メルカート
・ガディール
・K2インターナショナル
・クリック IH カディス校
ご協力頂きました学校の皆様には、この場をかり
まして、深く御礼申し上げます。

AGRADECIMIENTO
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地方ごと異なる特色を持った魅力溢れる国、スペイン♪
あなたはスペインと言ったら何を思い描きますか？
フラメンコ、サッカー、闘牛、白い家、サグラダ・ファミリアなど…
お気に入りの街が見つかれば、きっと、より充実した留学生活になること
でしょう。
留学準備の第一歩は、学校を探すことから始まります。
ここでは、代表的な留学先をいくつか紹介していますが、この他にも多く
の学校をご用意しております。
まずは、電話やメールでご相談下さい。スペイン留学．jpでは、カウンセリ
ングを行い、一人一人のご希望に合った学校を提案いたします！

※料金は1€＝125円で計算した2013年2月のものです。入学金や宿泊先斡旋料、夏期
料金等が加算される学校もございますので、詳細につきましてはお問合せ下さい。

マラガマラガ

バレンシアバレンシア

サン・セバスティアンサン・セバスティアン

スペイン留学ガイド
スペイン＆中南米への留学相談、手続き代行無料サービスのスペイン留学.ｊｐ

マラガ
　コスタ・デル・ソルの中心地として有名なリゾート地。ピカソの出
身地としても有名で、街にはピカソの生家や美術館などもあります。
国際空港があり、便利なアクセスも魅力の一つです。

＜デブラ＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 184€ / 23,000円 3.582€ / 447,750円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 212€ / 26,500円 4.488€ / 561,000円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 140€ / 17,500円 2.664€ / 333,000円

サラマンカ
　1218年に創立されたスペイン最古の大学がある学生の街。カテド
ラル、大学、貝の家、マヨール広場など美しい建物が多く、旧市街
全体が世界遺産に登録されています。

＜コレヒオ デリベス＞
2週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 336€ / 42,000円 2.600€ / 325,000円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 266€ / 33,250円 3.192€ / 399,000円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 210€ / 26,250円 1.860€ / 232,500円

セビーリャ
　太陽と青い空が似合うスペイン南部、アンダルシア地方にある歴史
的な街。スペインの三大祭りのひとつである、春祭りでも有名です。
バスや電車で少し足を延ばすと、まるで絵ハガキのような白い村が点
在し、陽気でのんびりとした空気を肌で感じることができます。

＜クリックIH　セビーリャ校＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 175€ / 21,875円 3.360€ / 420,000円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 160€ / 20,000円 3.840€ / 480,000円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 100€ / 12,500円 2.400€ / 300,000円



よくあるご質問 
語学プラスαでどんな事ができますか？
フラメンコ、サルサ、スペイン料理、ワインテイスティング、ゴルフ、テニス、サーフ
ィン、スキューバダイビング、スペインタイルなど・・・、様々な楽しいプログラム
をご用意。また、50歳以上の方向けに、ゆっくりスペイン語を学び文化を楽しむ
コースもあります。

留学の費用はどのくらいかかりますか？
主にかかる費用の内訳は、入学金、教材費、授業料、滞在費、航空券代、保険代です。
学校のプログラムや、宿泊タイプ、都市によって、かかる費用は大きく違ってきま
す。長期留学される方向けに受講料の長期割引がある学校もあります。

どんな滞在スタイルがありますか？
ホームステイ、共同アパート、学生寮、個人フラット、ホテルなどがあります。マラガマラガ

バレンシアバレンシア

サン・セバスティアンサン・セバスティアン

マドリード
　世界的に有名なプラド美術館や王宮、レティーロ公園など見所がい
っぱいの活気溢れる、スペインの首都。休日にはショッピングやバル
巡りを楽しんだり、アート鑑賞に耽ったり・・・。
　マドリードはスペインのほぼ中心に位置するため、他の都市への
アクセスも良好です。

＜エウレカ＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 200€ / 25,000円 3.445€ / 430,625円

☆ホームステイ
　（個人部屋・3食付） 210€ / 26,250円 5.040€ / 630,000円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 150€ / 18,750円 2.850€ / 356,250円

サン・セバスティアン
　フランス国境近くに位置し、バスク地方独自の文化が息づく街。
「美食の都」として有名で、美味しい魚介類やピンチョスが堪能で
き、数多くのバルが軒を連ねる通りはいつも賑わっています。

＜ラクンサ・インターナショナルハウス＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 158€ / 19,750円 2.832€ / 354,000円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 216€ / 27,000円 5.184€ / 648,000円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 114€ / 14,250円 2.736€ / 342,000円

スペイン留学．ｊｐでは、ご希望に合った学校選びや、プ
ランの作成など幅広くお手伝いしております。
漠然とイメージされている留学プランや、目的・期間・ご
予算など、まずは、お気軽にご相談下さい。

【お問合せ】  
スペイン留学．ｊp
URL： www.spainryugaku.jp
お電話： 06-6346-5554
E-mail: info@spainryugaku.jp

バレンシア
　火祭りとパエージャ発祥の地として有名な、スペイン第３の都市バ
レンシア。地中海性の温暖な気候で、ビーチリゾートとしても知られ
ています。

＜コスタ・デ・バレンシア＞
1週間あたり 24週間あたり

★一般集中スペイン語コース
　（20時間/週） 175€ / 21,875円 3.085€ / 385,625円

☆ホームステイ
　（個人部屋・2食付） 175€ / 21,875円 4.200€ / 525,000円

☆共同アパート
（個人部屋・食事なし） 110€ / 13,750円 2.640€ / 330,000円

https://www.facebook.com/spainryugaku.jp

をクリック！
今すぐスペイン留学の最新情報を入手しよう！

ご出発までの流れ
留学カウンセリング、お見積り

「どの街にしよう？」「費用はどれくらい？」「何から準備すればいいの？」など、漠
然とイメージされている留学プランや、目的・期間・ご予算など、まずはメールやお
電話でお気軽にご相談下さい。

具体的に学校、コース、滞在スタイルなどのプログラムが決まれば、留
学手続代行申込書を提出
入学手続き開始
航空券や保険、国際キャッシュカードなどの情報収集
学生ビザが必要な方は、申請に必要な書類を集め、在日スペイン大使
館へ提出
90日以内の留学なら学生ビザは不要ですが、9１日以上の留学には学生ビザが
必要です。短期学生ビザ（9１日以上180日以内）取得の場合は、ご出発の約2ヶ月
前、長期学生ビザ（181日以上）長期ビザ取得の場合は、ご出発の約3ヶ月前に時
間に余裕を持って提出して下さい。

留学費、海外送金手数料のご入金
航空券、海外保険、学生ビザなど必要なものが揃えば、いよいよご出発！

＜当サポートサービスの範囲＞
・選択された学校への出願サポート
・サポート依頼を頂いた学校が手配するホームステイ、学生寮、共同アパート
等の宿泊先申込手続（混雑状況によりご希望に添えない場合がございますの
で、事前にご確認下さい。）

・留学費用の海外送金
・空港出迎えサービスなど、各種オプションサービスの依頼代行
※未成年の方は、必ず保護者の方に同意を頂いた上、お申込み下さい。
※パスポートやビザの申請、航空券・海外保険の手配等は含まれません。各自

でご準備下さい。
※海外送金手数料（約7,500 円）はご負担となります。
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Q. 現在はどんな生活を送っているのですか？
→ 現在も引き続き午前中はラクンサでスペイン語を勉強し、午後は地元のバルの

キッチンで研修をさせてもらってる毎日です。休日は地元の友達や彼女と一緒
にバル巡りをしていますね。

Q. バスク地方の食文化の何が好きですか？
→なんといっても、私はピンチョス文化が大好きですね。バルはいつでも人々の笑

い声で溢れ返って、気の知れた仲間とおいしいピンチョスをつまむ、最高です
ね。正直、自分は「ワインは飲む前に空気をいれなきゃいけない」とか大嫌いな
んです。そんなのどうだっていいじゃないですか。(苦笑)
こちらのバルでは、洗い立てのまだ水が切れきれていないグラスにワインを注
がれることだってあるし、ちょっとだけお皿が汚れてることだってある。(笑)
でもそんなのご愛嬌なんですよ。バスク人たちはおしゃべりに夢中で、そっちが
楽しすぎて、そんなことをいちいち気にしている暇がない。そんな雰囲気で食
べるピンチョスが大好きなんです。おいしければいい、楽しければいいんです。

Q. 日本の料理人として、バスクの料理の世界ではどのように見られていると思いま
すか？

→私のレストランのボスからは、「日本人はきっちりしているから大好きだ」と言わ
れたことがあります。本当に普段は大雑把で楽しいことが大好きなこっちの人で
すが、料理となると話は別。いかに無駄を省くか、いかにおいしく食べてもらえる
か、それに対する情熱は日本もバスクも一緒ですね。でも、日本のように上下関
係は厳しくないのが印象的でした。働くときは一生懸命集中して働く。それ以外
は先輩も後輩も口笛ふいて、おしゃべりして楽しむ、それがバスク流のようです。

Q. 将来のプランは何ですか？
→スペインでもうしばらく修行をし、その後は日本のレストランでももう少し修行

を積みたいですね。その後は、日本でこっちのバルのように開放的で気さくな

スペインバルをオープンしたいです。

　レポート　沼山香織

埴岡龍顕
(はにおか たつあき)

2012年の5月からサンセバスティアン
に留学中。現在、ラクンサでスペイン語
を勉強しながら、地元のバスクバルの
キッチンで料理の修行をしている。

サンセバスティアンのスペイン語学校
Lacunza ih SAN SEBASTIAN 
www.lacunza.com
Email: info@lacunza.com

スペインバスク
サンセバスティアンでおいしい生活②
スペインバスク
サンセバスティアンでおいしい生活②

　ここサンセバスティアンを筆頭に、今やバスク地方は「美食の街」としてその
名を知られてきている。実際、1㎡あたりのミシュラン星つきレストランの数は、
パリに並び世界のトップだ。しかし、サンセバスティアンが美食の街として注目
されている理由はそれだけではない。
　もうひとつの由縁。それはなんといってもこの街に根付くバル文化だろう。週
末の夕方ともなると、サンセバスティアンの旧市街は、人々のエネルギーと、色
鮮やかで個性的なピンチョスでうめつくされる。
　前回に引き続き、このサンセバスティアンの食文化の魅力に引き付けられ、こ
ちらで料理修行中の埴岡さんのインタビューをお届けします。

沼山 香織 (ぬまやま かおり)
東京の旅行会社に勤務後、2010年よりスペインバスク地
方に在住。現在は、サンセバスチャンにあるスペイン語学
校、Lacunza(ラクンサ)にて働く傍ら、バスクを中心に日本か
らの旅行者のアテンド・コ－ディネ－トを行っている。
Email： xo.kaori.xo@gmail.com

Spainryugaku.jp
スペイン留学.jp

<作り方>
①にんにくと玉ねぎをみじん切りにし、たっぷりめのオリ－ブオイルでし

んなりするまでいためる。
②玉ねぎの色がかわったら、石つきを取り除いたマッシュルームを加え

て20分ほど、マッシュル－ムにしっかり熱が加わるまでいためる。
③しっかりマッシュルームに火が通ったところで、小麦粉を入れて数分

炒め、粉っぽさがなくなったところで、白ワイン、熱湯、チキンスープの
素を入れて蓋をし、さらに20分から30分ほど火を通す。

④マッシュルームを鍋から取り出し、残りのスープをミキサ－にかけて
なめらかにする。

⑤20cmほどの竹串に、マッシュルームを2個から3個刺す。事前に3cm
程に切り、オーブンでカリっとするまで熱を通しておいたフランスパ
ンに先ほどのマッシュルームを刺した竹串を刺す。

⑥最後に、上から先ほどのソ－スをたっぷりかけて完成！

マッシュル－ム　1パック
にんにく　4片
玉ねぎ　中半個
小麦粉　中さじ1杯

白ワイン　半カップ
熱湯　半カップ
フランスパン
チキンス－プの素　1コ

<材料>

1. BROCHETA DE GAMBAS
 (えびの串刺し)
Goiz Argi （Fermin Calbeton, 4 - San Sebastián）

2. HONGOS A LA PLANCHA（ポルチニ茸の鉄板焼き）
La Cepa （Calle 31 de Agosto 7 - San Sebastián）

3. TARTA DE QUESO（チ－ズケ－キ）
La Viña (Calle 31 de Agosto 3 - San Sebastián)

注意：上記情報は、2013年2月時点のもので変更する可能性があります。



　スペイン語教育センターの第三回年次会を開催できたことを誠に
喜ばしく思います。世界各国からお集まりいただいた招待者の皆様
に、FEDELEの2つのビジョンをご提示できるのは光栄なことです。2つ
のビジョンとは、すなわち、センターにおける高い教育の質と専門性、
そして、同センターが位置する街の魅力と多様性です。
カディスのセンターでは、スペイン語講座の受講生の皆さんに同セン
ターの教育レベルの高さを実感していただけたのではないかと自負
しております。
　また、世界中のスペイン語教員の皆様の学生たちが、毎年、FEDELE
の語学センターで学ぶ意義やメリットを先生方に評価していただけ
ていることを嬉しく思います。
　われわれFEDELEは、今後も様々な企画やイベントを通して、世界規
模でスペイン語教育を後押しできるようにサポートしていきたいと思
っている次第です。

文　Ana Cózar

fedele
Federación de Escuelas de Español

como Lengua Extranjera

FEDELE 
III ENCUENTRO DE CENTROS ELE

Cádiz 2012

Ana Cózar　アナ・コサール

1977年、カディス県アルコス・デ・ラ・フロンテーラ生まれ。
大学では言語学を専攻。国際プロジェクトの専門家。
2009年よりFEDELEのマネージャーを努める。

　2012年11月20、21日の2日間、FEDELE（スペイン語学学校連
盟）主催による、III ENCUENTRO DE CENTROS ELEがカディスで
開かれました。
　この会には世界各国からスペイン語教育に関わる方々が参加
し、語学学校の視察や、学校関係者との面談などを通して、この
地のみならず、スペインにおけるスペイン語教育の現状を知る
機会となりました。

Spainryugaku.jp
スペイン留学.jp
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Tfno: +34 923 120 460
Fax: +34 923 120 489
www.colegiodelibes.com
delibes@colegiodelibes.com 

コレヒオ デリベスにお越しください。　サラマンカがあなたを待っています！

歴史、芸術、学生の街として有名なサラマンカ。
この街では、訛りのないスペイン語が話されているため、
スペイン語を学ぶのにぴったりの環境です。

コレヒオ デリベスの教室で学ぶスペイン語は、サラマンカの通りで耳に
するスペイン語とまったく同じです。ここでは訛りのない美しいスペイン語
を学ぶことができるのです！

また、サラマンカは大都市の利便性と、小さな街の治安の良さや親しみ
やすい雰囲気の両方を兼ね備えています。

是非、サラマンカへお越しください！
きっとご自分の家にいるような心地よさを感じていただけると思います。

コレヒオ デリベスでは・・
- 個人カウンセリングや希望に応じた柔軟な対応
- 14種類にも及ぶインテンシブコース（1日4～6レッスン）
- レベルは全14レベル
- 学生は若者からシニア層まで40ヵ国の国々から
- クラスの人数は最大10名
- 学校が厳選した滞在先（ホームステイ・学生寮・シェアアパート・個人用アパート・ホテル）
- スペイン文化やスポーツなど様々なアクティビティを提供
- エアコン完備の26教室と図書室
- スペイン料理教室
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仲井 邦佳
なかいくによし/Kuniyoshi Nakai

立命館大学産業社会学部教授。

京都イスパニア学研究会会長。専門はスペイン語学。

著書に『はじめてのエスパニョール』（共著、三修社）、『中級スペイン語 ―文

法と演習―』（共著、同学社）などがある。

過去分詞について

スペイン語講座（XII）

今回からしばらくは動詞の「非人称形」（formas no personales，「不
定形」とも言う）について学ぶ予定です。

非人称形とは何でしょうか。スペイン語の動詞は通常、現在形であ
れ過去形であれ主語に応じて変化させて使いますよね。

yo trabajo, tú trabajas, él trabaja, ...しかし、例外的に人称を持たな
い形が存在します。それは、不定詞（infinitivo）、現在分詞（gerundio）、
過去分詞（participio pasado）の三兄弟です。

今日はこのうち過去分詞を考察します。
まず、分詞（participio）とは何でしょうか。英語でも使ったので聞き

なれた用語ですが、深く意味を考えたことがない人が多いのではな
いでしょうか。「分詞」とは「分かち持つ言葉」という意味です（parteに
関係）。何を分かち持つかと言うと、過去分詞は2つの機能を半々で持
っているのです。それは動詞と形容詞です。動詞でありながらその文
法機能が形容詞であるということです。そしてその意味は「～された」
となります。つまり、過去分詞は「受身」と「過去」の意味を持っている
のです（「過去」より「完了」がよいという意見もあるでしょうが「過去分
詞」の用語が定着しているのでここではそうしておきましょう）。もちろ
ん例外もあり、自動詞（目的語を取らない動詞）の過去分詞は「受身」
の意味にはなりません。

例 ： caer「落ちる」→ caído「落ちた」

　さて、それではまずその形式から見ていきましょう。言うまでもなく、
規則形は、-ar > -ado，-er > -ido，-ir > -idoと作ります。不規則的なもの
にabrir → abierto，volver → vueltoなどかあり、多くが-toで終わります

（これらはラテン語の語尾-tuを濁らないで保持）。-choとなるものは
次の２つです。decir → dicho，hacer → hecho

　初級の教科書にはあまり書いていない二重過去分詞に触れておきま
しょう。次の動詞は規則形と不規則形の2つの過去分詞を持っています。
　例 ： imprimir → imprimido, impreso；　freír → freído, frito
　完了形や受動態を作るときなどは、どちらの形も使われるようです
が、形容詞として名詞を修飾するのに使われるときは不規則形のみが
使われます。例文です。

En esta fábrica las patatas fueron cortadas y freídas (または
fritas) automáticamente por la máquina.

	 この工場ではポテトは自動的に機械で切られて揚げられた。

A mi hermano pequeño le gustan las patatas fritas más que 
ningún otro plato.

	 私の弟はどんな料理よりもフライドポテトが好きだ。

　さて次に過去分詞の用法ですが、もっともよく使われる構文は
《haber + PP》でしょう。よくある質問に、スペイン語の完了形は英語と
同じで「持つ」＋過去分詞なんですか、というのがあります。その通りで
す。haberという動詞は元 「々持つ」という意味です。ただ、現在のスペイ
ン語ではこの意味では使わなくなっています（tenerがありますので）。
ところでhaberが英語のhaveに似ているのは語源的には全くの偶然
だそうです（ただし、発展する過程で構文としては影響したでしょう）。
　完了形と並んでよく使われるのが「受動態：《ser ＋ PP ＋ por ～》」
でしょう。

Eva es querida por todas sus compañeras de clase.
	 エバは全てのクラスメートから愛されている。

　serの代わりにestarが使われることもよくありますが、こちらは何ら
かの結果を表しています。

Sus obras están traducidas a muchas lenguas extranjeras.
	 彼の作品は多くの外国語に翻訳されている。

　その他のよく使われる構文を見ていきましょう。

　まずは、《tener + PP》です。
Tengo reservada una habitación doble para 3 noches. 

	 私はダブルの部屋を３泊予約しています。

Tengo entendido que Madrid tiene muchas ventajas, pero 
la crisis económica de España es su punto débil.

	 私の理解するところでは、マドリードは多くの利点を持ちな
	 がらもスペインの経済危機がその弱点です。

　その他の用法もいくつか挙げます。《dejar + PP》（～にしておく）
Ella salió dejando abiertas todas las ventanas de su casa.

	 彼女は家中の窓を開けたまま外出してしまった。

　《qudar + PP》はある行為の結果状態を表します。
Al final la Alhambra quedó abandonada y la gente casi se 
olvidó de este magnífico patrimonio.

	 ついにアルハンブラは放置されてしまい、人々はこの素晴ら
	 しい遺産をほとんど忘れてしまった。

　ところで、よくある質問に「借りる」は何て言うのですか、があります。
”pedir prestado”と覚えておきましょう。

Esta tarde voy a pedir prestado ese libro en la Biblioteca 
Universitaria. 

	 今日の午後その本を大学の図書館で借りてきます。

　次に分詞構文を見てみましょう。現在のスペイン語では、《過去分詞
＋名詞》の順番が普通です。どちらかと言うと文語的な表現ですが、中
級のレベルに達した方は覚えた方がよいでしょう。意味は「時」「条件」

「原因」などですが、文脈に応じて訳しましょう。
Corregidos todos los errores el profesor devolvió los 
exámenes a sus alumnos. 

	 全ての間違いを直すと先生は生徒に試験を返却した。

　過去分詞の前に”una vez”等を伴うことも多いです。
Una vez leídos los mails ella los borró de una vez.

	 一度メールを読むや彼女はすべて一度に消去した。

　過去分詞は一種の形容詞ですから容易に名詞化します。多くの例
があります。helado, cocido, escrito, etc.　最後に名詞化した過去分
詞を使った諺を1つ。

Del dicho al hecho hay mucho trecho. 
	 （言ったことから行なわれたことには大きな隔たりがある。）
	 　→言うは易し、行なうは難し。

　語学の上達はひたすら行なうことです。有言実行で今年はさらに上
のレベルを目指しましょう。¡Hasta la vista!

文　仲井邦佳







　親をはじめ、親戚の多くが飲食関連の仕事をしているという環境で生ま
れ育った私。中学生になったころから親戚のおばさんが経営する焼肉店で
調理補助やサービスのお手伝いをするようになり、自然と飲食の道に進ん
でいました。高校を卒業してからも焼肉店を経営する会社に就職。肉の成
形や調理など、肉に関する勉強を重ねてきました。そして2年半経ったころ、

「アジアの枠を飛び出したい」と思うようになったのです。というのも、父は
中華料理、焼肉、ラーメンのジャンルでやってきましたし、親戚の兄も創作
居酒屋を営むなど、みんなアジア料理の世界で活躍。自分は同じ料理でも
まったく違うジャンルに飛び込んで、自分の世界観や仕事観を広げたかっ
たんです。そして職場から家に帰る途中、前を通ったのが、バハルボールの
2号店・スペイン料理「エル フォゴン」でした。お店からは賑やかな声が聞
こえてきて、楽しそうなエネルギーが外にまで伝わってきました。「よし、こ
こで働こう！」。一瞬でそう思いましたね。2011年1月のことでした。
　面接時、「在日コリアンなんです」とオーナーに伝えましたが、オーナー
はまったく意に介さない様子でした。後になってわかったことですが、こ
れまでもバハルボールの店舗ではスペイン人が働いていたとのことです。

（現在のバハルボールは、スペイン人、中国人、コロンビア人、アメリカ
人、ネパール人など多彩な人が活躍する職場になりつつあります） 私は
スペイン料理の知識も経験もなかったので、「なんでもやります！」としか
自分の気持ちをアピールするしかありませんでしたが、バハルボールに入
社し、まずは3号店の「ラ ガジェガ」で仕事に慣れるところからスタートす
ることが決まりました。
　でも、最初の仕事はなんと、3号店「ラ ガジェガ」の改装工事！タイル切
りをしながら「どうしてレストランの社員が施工するんだろう？」と思いま
した。しかし、その後「ラ ガジェガ」のホールで接客の仕事を始めるように

なってから、改装工事の話をお客さまとの会話のネタにすることができ、
「どんな経験も仕事に活かすことができるんだ」と気づきました。スペイ
ン料理のことがまるでわからなかったころはもちろん、今でも改装ネタに
ずいぶん助けられています(笑)。
　その後、「ラ ガジェガ」のキッチンに入り、本格的にスペイン料理の修業
をスタート。スペイン料理の代表格であるパエリアを先輩方に教えてもら
いましたが、前職で肉ばかり扱ってきたのでなかなか感覚がつかめず、何
度も怒られましたね。お客さまにお出しするパエリアをつくれるようにな
った今でさえ、まだまだ美味しくつくれるよう研究中です。経験を積めば
積むほど奥の深さに気づく日々が続いています。
　また、おととしに始動した「パエリアバス」にも参加。昨年5月には東日
本大震災の被災地である岩手県釜石市に行き、直径1メートルの鍋でパ
エリアを焼き、仮設住宅の方々に召し上がっていただきました。自分の目
で見た被災地、震災を経験された人の話を通して、復興のために自分に
何ができるのだろうか、と考えさせられました。
　今、私は1号店の「ラ マーサ」で働いています。「ラ ガジェガ」と比べる
と小さな店舗ですが、お客さまとの距離が近く、毎日楽しく仕事をさせて
いただいています。今年１月にはパエリアの発祥地であるバレンシアに3
週間の語学留学もさせていただきました。普通、社会人になったら、1カ
月ものバケーションをいただいたり、数週間職場を離れたりするなんて、
不可能です。そんな夢のようなことがここで実現し、たくさんの経験を積
むことができています。
　私は今回、スペインから持ち帰った新しい料理とスペインの空気を皆
様にお伝えできるように、料理を楽しみながら作っていきたいと思います。

（石晶文）

代々飲食店を営む在日コリアン一家で生まれ育ったセキ・チョンムンさん。
焼肉店で経験を積んだ後に門を叩いたのはスペイン料理店を経営する、
株式会社バハルボールでした。
そこではさまざまな職歴や国籍を持つスタッフたちが、
それぞれの個性を発揮。セキさんはたくさんの刺激を受けながら、
スペイン料理人として、人間として成長を続けています。

バハルボールグループの「ラ マーサ」ではセキさんのパエリアが食べられます！
詳細はウェブページをご覧下さい！ http://www.lamasa.jp/

スペイン南東部の街イエクラのレストランにて
オーナーと料理長の奥さんと

ワイナリー「バラオンダ」のレストランにて研修

バルセロナに来ました。
沢山の風景、感覚、匂い、忘れたくないなぁ。また行こう。

いろんな職歴・国籍…
多彩な人材が集う職場！



■ La Gallega （ラ ガジェガ）
京都市東山区川端三条下ル東側大黒町137

■ FUIGO （フイゴ）
京都市中京区三条高倉東入ル桝屋町55 白鳥ビル2F

■お問い合わせ先■

株式会社バハルボール
TEL：075-212-5703 採用担当まで
詳細は、ホームページをご覧下さい。 
http://www.bajarbol.jp/

◆勤務地
■ La Masa （ラ マーサ）
京都市中京区寺町二条下ル妙満寺前町446 若林ビル1F

■ EL FOGON （エル フォゴン）
京都市中京区御幸町御池上ル亀屋町380

スタッフ募集中！
ディレクター、店長

・店長候補、アルバ
イトスタッフ募集中！

ディレクター、店長
・店長候補、アルバ

イト

企画力、サービス力、調理技術、語学力を活かしながら、
会社と一緒に成長していきませんか？
企画力、サービス力、調理技術、語学力を活かしながら、
会社と一緒に成長していきませんか？

□現在進行中のプロジェクト□
　★ オリジナルパエリアの研究
　　　（パエリア専用のお米作り、大阪ガスとの専用コンロ作成）
　★ スペインのワイナリーとのイベント企画　（新ワイン開発＆ブレンディング）
　★ 出張パエリア　（パエリアバスプロジェクト、被災地支援）
　★ 新店舗計画

正社員2013年度春採用分スタートします。
アルバイト随時募集中

□待遇□
★　各種社会保険完備
★　正社員は1ケ月のVacationあり
★　社員寮あり
★　語学研修制度（スペイン語）スタートしました
★　男性社員も育児休暇を取っていただきます
★　アルバイトから正社員登用もあります

未経験の方もしっかりサポート。安心してスタートできます。
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レアル・マドリードＣＦ公認サポーターズ・クラブ

ペーニャ・マドリディスタ・ニポナ
　ペーニャ・マドリディスタ・ニポナは1998年に創立したアジアで最
初のレアル・マドリード（Real Madrid club de fútbol ）公認のサポータ
ーズ・クラブです。スペインではチームを応援するサポーターズ・クラ
ブのことをペーニャといい、全てのサッカーチームに自分達のチーム
を熱烈に応援する「ペーニャ」が存在します。ちなみにレアル・マドリ
ードの場合は全世界に1000を超えるペーニャが存在します。ペーニ
ャ・ニポナは現在会長を務める久保田氏が1980年代の前半に約3年
間マドリードに留学、その際にスペインサッカーおよびレアル・マドリ
ードの魅力に取り付かれました。そして帰国後にレアル・マドリードと
コンタクトをとり、現在のペーニャ・ニポナが誕生しました。現在のよ
うにインターネット環境の無い時代でのクラブとのコンタクトは幾多
の困難があり、実際に設立するまでにはかなりの苦労がありました。
　ペーニャ・ニポナでは、メンバーの参加を募って現地に行って我ら
のチームを応援するという試合観戦旅行を実施しています。毎年、10
名前後のペーニャ・ニポナのメンバーである日本のマドリディスタ達
がホーム・スタジアムであるサンティアゴ・ベルナベウ・スタジアムに
てチームへ熱い声援を送っています。
　観戦旅行時には、クラブの許可を得て練習場見学も実施し、世界の
スーパースター達と身近に接したりもします。2013年はペーニャ・ニ
ポナの創立15周年になりますので、応援ツアー時にはクラブ関係者
と記念の食事会を開催する予定です。
　なお、レアル・マドリードの公式ホームページにもペーニャ・ニポ
ナは紹介されています。http://www.realmadrid.com/cs/Satellite/
es/1193040472660/1193041142351/penia/Penia/Nipona.htm

お問い合わせ・入会希望の方は：

shigi@bc4.so-net.ne.jp　久保田までご連絡ください。

レアル・マドリードＣＦ来日時に
フロレンティーノ・ペレス会長との記念撮影
レアル・マドリードＣＦ来日時に
フロレンティーノ・ペレス会長との記念撮影

ラウール選手へ  ペーニャ・ニポナ選出ＭＶＰ楯の授与(2008年）ラウール選手へ  ペーニャ・ニポナ選出ＭＶＰ楯の授与(2008年）

伝説の名選手、現在クラブ幹部のブトラゲーニョ氏とサンティアゴ・ベルナベウのピッチで記念撮影伝説の名選手、現在クラブ幹部のブトラゲーニョ氏とサンティアゴ・ベルナベウのピッチで記念撮影



Fútbol
サッカー

スペインサッカーを巡る
-2-

 イラスト　Jesús Martín Sánchez
jesusmartinsanchez.com

　1月7日に発表されたバロンドール。最終候補には、メッシ、イニエ
スタ（共にFCバルセロナ）、クリスティアーノ・ロナウド（レアル・マドリ
ード）の3名が残っていましたが、遂に”メッシ”が4年連続4度目の受賞
となりました。バロンドール（仏：Ballon d’Or）とは、FIFA最優秀選手賞
と呼ばれ、各国代表チームの監督と主将がその年に一番活躍した選
手に投票し、最優秀選手を選出するものですが、今年の最終候補3名
全員がリーガ・エスパニョーラに所属している選手でした。それに伴っ
て、その選考については2ヶ月も前からスペインのテレビで特集が組
まれ、各試合で選手が活躍するたびに得点を付けて比較してみたり、
専門家と呼ばれる人たちが自分の推薦する選手を取り上げ、時には
喧嘩になってしまうほどの白熱した議論を交わすということが頻繁に
行われていました。

　実は去年も一昨年も最終候補3名はリーガ・エスパニョーラ所属チ
ームの選手で、2010年は1位メッシ、2位イニエスタ、3位シャビ（3名と
もFCバルセロナ）、2011年は1位メッシ、2位クリスティアーノ・ロナウ
ド、3位シャビという順番でした。

　この順位を見ていただいても分かるように、メッシ、シャビ、イニエ
スタ、クリスティアーノ・ロナウドという選手はコンスタントに成績を残

していることが分かります。また、前号でご紹介したスペインで最も盛
り上がるダービー、『エル・クラシコ』では、この4名が激突するわけで
すから、盛り上がるのは当然な気がしますね。

　その中でも是非とも注目して欲しい、今年バロンドールを受賞し
たメッシについて少し紹介してみます。本名はリオネル・アンドレス・
メッシ、アルゼンチン出身の25歳。13歳の時にFCバルセロナに入団
し、17歳の時にトップチームデビュー。そして、今年バロンドールを史
上初の4年連続獲得に続き、ゲルト・ミュラーが持っていた年間ゴール
記録（85点）を上回る91得点を記録し、年間ゴール数でも新記録を樹
立しており、名実共に現代サッカーのヒーローと言える存在になって
います。

　またメッシ同様、FCバルセロナの選手は小さい頃からFCバルセロ
ナの下部組織でプレーしている選手が多く、2012年11月25日のレバ
ンテ戦では、プレーヤー11人が全て下部組織育ちの選手という偉業
を達成しており、トップチームの活躍だけでなく、選手育成について
世界的にも注目を集めています。現在、FCバルセロナの下部組織には
日本人も所属しており、しばしば地元の新聞にも掲載されたりと将来
が有望な選手なので、これからの活躍を要チェックですね。

文　尾崎 剛士

尾崎剛士
おさきつよし / 
Tsuyoshi Osaki

29歳、愛媛県出身。
2006年まで筑波大学蹴球部にて選手、少年
サッカー指導者として活動。引退後は大学院
に進学、その後就職し、サッカーの現場から
2年離れる。2010年から町田高ヶ坂SCにて
指導を再開。2011年10月にバレンシアに渡
り、アルボラヤUDでサッカーの第二監督と
して指導を始める。昨シーズンはベンハミン
（U-10）を率いて、リーグ優勝を果たす。

バレンシアのスペイン語学校
Costa de valencia
www.costadevalencia.com
E-mail: info@costadevalencia.com
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CONCURSO FOTOGRÁFICO  スペイン写真コンクール

第２回 スペイン写真コンクール受賞作品
タイトル ： Valldemossa, Mallorca

撮影者：村田仁美
おめでとうございます。受賞者の村田様には、編集部より素敵な賞品をお送り致します。

“ESPAÑA FOTO A FOTO” “ESPAÑA FOTO A FOTO” 

Varios
その他

　当日は生憎の冷たい雨でしたが、いつもと変わらず会場は満席で
した。この会にはじめて参加された方も数人いらっしゃり、今更ながら
スペイン語に関心を持っておられる方が多いことを再認識しました。
　さて、2012年は4回の会合すべて、スペイン出身の方に講師をお願
いしましたが、2013年はスペインの方に2回、中南米の方に2回講師
をお願いしたく考えています。
　また、この会でお話していただける、母国語がスペイン語の方のご
紹介を、是非当協会までお願い致します。
　次回3月10日は神戸在住のコスタリカの方を講師に予定していま
す。どうぞ楽しみにして下さい。

　　　　　　　　　　　文・写真提供　谷善三

　2012年11月17日開催の「スペイン語おしゃべりの会」では、京都在
住のMaría Ángeles Cejador Ambrojさんを講師に迎え、ご自身の出
身地であるスペイン・アラゴン地方を様々な切り口からご紹介いただ
きました。
　アラゴン地方は変化に富んだ地形をはじめとし、文化遺産を含む多
くの歴史遺産と観光地に恵まれていて、ご自分で編集された沢山の映
像を使って、軽妙な語り口で楽しく紹介していただきました。
　話に先立って、datos generales, lenguas, fiestas populares, 
gastronomíaの４項目に分けたレジュメの配布があり、参加者は一段
と興味を持って、熱心に聴くことができました。また、有名なアラゴン
の民族舞踊JOTAも、本場の雰囲気を感じ取れるようビデオを使って
の紹介がありました。
　なお、今回は講師の
María Ángelesさんが、
当協会に立派な装丁
のスペイン語版漫画本

「Historia de Aragón」
前・後編2冊をプレゼント
して下さいました。希望
者への貸出を致します
ので、興味のある方はお
申し出下さい。

	 西宮市国際交流協会

スペイン語おしゃべりの会　活動のご紹介

日　時 ： 2013年3月10日（日）午後2:00-3:30
場　所 ： 〒662-0911 西宮市池田町11-1 フレンテ西宮 4階
　　　　（公財）西宮市国際交流協会　会議室
ゲスト： Ivan Brenesさん （コスタリカ出身）
参加費：500円 ／ 定　員：30名（先着順）
お申し込みはお電話、FAX、E-mailにて（2月25日より受付開始）
お電話： (0798)32-8680 ／ FAX： (0798)32-8678
E-mail： nia930@sound.ocn.ne.jp

スペイン語おしゃべりの会　次回開催予定

様々な角度から、まだあまり知られていない、
アラゴン地方について紹介していただきました。

第３回スペイン写真コンクール作品募集
【応募締切】　2013年4月30日
【応募要項】

1.18歳以上であればプロ・アマ、出身地問わずどなたでも
ご参加できます。

2.各自自由にお選びいただいたスペインに関するテー
マで1作品のみ受け付けます。カラーでも白黒でもど
ちらでも結構です。ご自身の作品に限ります。また、他
のコンテストで受賞された作品はご応募できません。

3.写真サイズは、1024ピクセル×760ピクセルにしてい
ただき、（info@acueducto.jp）までご応募ください。プ
リント写真は受け付けておりません。
下記の必要事項を添えてご応募ください。
　１．氏名　２．国籍　
　３．お住まいの都市
　４．写真のタイトル
　５．年齢
　６．メールアドレス

4.公序良俗に反するもの、人種差別やテロ行為を駆り立
てるような作品の応募は許可なく取り消します。

5.写真はウェブページ（www.acueducto.jp）にて公開予
定です。ネット上の公開、雑誌『acueducto』への掲載、
優秀作品の展示会などにおいて、無償で利用させてい
ただきます。商業目的での使用はいたしません。

６. 弊誌編集部にて、入賞作品一点が決定されます。

入賞作品は次号に掲載され、入賞者には賞品が贈
られます。奮ってご応募ください。
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　ピカソは、不倶戴天の敵フランコの死去する2年前の1973年、フ
ランスのムージャンで亡くなった。その8年後、ピカソの生誕100年
を記念して、《ゲルニカ》がアメリカから戻されることになった。2年に
わたるアメリカ政府との返還交渉の成果であった。細長い木箱に収
められた《ゲルニカ》を乗せたニューヨーク発のイベリア航空特別機
が、1981年9月10日払暁、ようやく「最後の共和国亡命者」として、厳戒
態勢のマドリ－ドのバラハス空港に到着したのだった。当初、右翼陣
営が実力阻止するといった噂があったようであり、そのための厳重警
備と思われる。
　《ゲルニカ》は、かつてピカソが館長になることになっていたプラド
美術館の別館で一般公開された。いつ私が《ゲルニカ》を見たか忘れ
てしまったが、その頃、展示に反対する勢力が力をもたげていたのだ
ろうか、別館での展示には、前面と側面をカバーする大きな防弾ガラ
スで保護され、しかも壁画の両サイドに軽機関銃を装備したガードマ
ンらしき警備陣がいた。《ゲルニカ》はこのプラド美術館の別館も安住
の地ではなかったのか、というのが私の率直な感想だった。
　そして、《ゲルニカ》は、ソフィア王妃美術館に移された。しかし、バス
ク自治政府は《ゲルニカ》をソフィア王妃美術館が所蔵することに反
対の意を表明し、1997年10月開館予定のビルバオのグッケンハイム
美術館も、3階の「礼拝堂」に収まることを主張した。この辺の厳しいや
り取りは、本誌第4号の拙稿「その3――ピカソの《ゲルニカ》の誕生と
その波紋」（pp40～41）を参照されたい。結論からいえば、現在でも《
ゲルニカ》はソフィア王妃美術館に展示されている。
　最近、そこを訪れたジャーナリストの永峰清成のスペイン逍遥記

『スペインの奥の細道紀行――バスク・アンダルシア・・・・』（彩流
社、2012年，36頁）には、著者が、ソフィア王妃美術館の2階に展示さ
れている《ゲルニカ》を観たときのようすがつぶさに記されている。

　その場所は、病室と廊下の仕切りを取り払ったような、外側の壁
の間に置かれている。プラド美術館の別館に置かれたような、厳重
な扱いではなく、どこかぞんざいに置かれた感じがする。それに照
明もあるのか無いのか、これは自然光にまかせているのだろうか。
そしてもっと異様に思ったのは、絵の横の壁あたりに、いろいろな
ものが張り付けであるのだ。それは美術館ではなく、観客の誰かが
やった悪戯のようにも見える。
　《ゲルニカ》の写真をコピーして、それを上下逆さにした者や、あ
るいは絵を部分的に切り取って、それも横向きに張り付けたりと、と

川成洋

かわなりよう  /  Yo Kawanari

１９４２年札幌で生まれる。
北海道大学文学部卒業。東京都立大学大学院修士過程修了。
社会学博士（一橋大学）。法政大学教授。
スペイン現代史学会会長。

主要著書
『青春のスペイン戦争』（中公新書）、『スペイン戦争ージャック白井と国
際旅団』（朝日選書）、『スペインー未完の現代史』（彩流社）、『スペインー
歴史の旅』（人間社）ほか。

ても美術館がやったとは思えないのだ。どこかこの作品に対する悪
意、とまでいかなくても揶揄の気持ちを現わしているように思える。
たしかにこの頃は、《ゲルニカ》に対する熱気が冷めているようだ。
それは展示に反対すると賛成するとにかかわらずだ。この絵も、も
う国賓待遇ではないということかもしれない。

　著者の嘆息が聞こえてきそうである。私も、マドリードにいる友人に
このことを確認したいと思って連絡を取ったのだが、あいにくうまく取
れなかった。
　それにしても、たとえソフィア王妃美術館でこのような「ぞんざいな
扱い」をされていようとも、《ゲルニカ》には、決して消えることのない
メッセージが備わっているのだ。スペイン内戦の1937年7月、パリ万
博のスペイン館で初披露されたのだが、その真向いには巨大な肖像
写真が貼られ、そのキャプションに「フェデリコ・ガルシア・ロルカ・詩
人、グラナダで殺される」と書かれていたのも、然り。
　そして現在、アラン・セールの『ゲルニカ――ピカソ、故国への愛』（松
島京子訳、冨山房インターナショナル、2012年）によると、世界の各地で
繰り広げられている平和デモや、反戦デモにも、この《ゲルニカ》が最先
端に掲げられているのだ。マドリードでも、然りである。

文　川成洋

Historia
歴史

ゲルニカ備忘録――その２

《ゲルニカ》よ、永久なれ！





スペイン語書籍のご紹介
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スペイン奥の細道紀行: 
バスク・アンダルシア・・・

【著者】 永峰清成
【出版社】 彩流社
【定価】 2,310円（税込）
【ISBN】 9784779118098

新刊書籍のご紹介
Libro

本

『憧れは美しさにあるのか』
　青年時代のあの日に、神がかり的にスペインへの憧れをもったの
は、決して姿形(すがたかたち)の美しさや、心の優しさに対して惹かれ
たからではない。私がそこに見たのは、むしろそれとは対照的に、荒あ
らしく、古くさいスペインの山野を写し出している風景だった。老婆が
水瓶を頭に乗せて田舎道を行く様子や、女たちが、今にも掴みがから
んばかりの形相で罵りあっている場面など。さらに山岳地帯に馬を疾
駆させる男たちの野性的な姿にこそ、強く惹かれたのである。その中
に、山賊の一団が映っていたかどうかは、分からない。
　私はあえて、スペイン人ではない、ビゼーの『カルメン』の音楽が好
きだと、言いたい。それも「ハバネラ」や「闘牛士の歌」ではなく、第四
幕への前奏曲「アラゴネーズ」に、言いようもなく感じるのだ。パソドブ
レの早いテンポで奏されるこの短い曲は、やがて不慮の死を遂げるこ
とになる自らを知って、何ものかに向かって疾走する男たちへの葬送
の曲なのだ、と私はいつも思う。この本の中では、一世を風靡した山
賊ホセ・マリアや、今や私のことを、ミ・ファミリアと呼ぶグラナダの山
賊の末裔一族のことを多く書いた。それは今までの日本人の、誰も書
いたことのないテーマだと思っている。
　読者には、ドン・キホーテや「ゲルニカ」やフラメンコとは違った、か
つてのスペインの姿を想い出していただければと思っている。それに
スペイン内戦については、川成洋氏が多くの本を書いておられるが、
そこに登場しているであろう名もない男たちの生き様(ざま)について
は、私もより多く識っているつもりでいる。

文　永峯清成

　本書は、キリストの十二使徒の一人で、中世ヨーロッパの精神世界
の形成に影響を与えたサンティアゴ（聖ヤコブ）伝説の歴史的変容が
テーマである。伝説とは、「歴史的要素と架空の要素が様々な割合で
混じり合って形づくられている物語」、「信心をより強靭にするために
歴史上の人物を活用する説教の物語」のことである。よって、伝説を読
む際には、「時代錯誤の部分や歴史上の間違いを探すのではなく、そ
こに含まれている道徳的な内容を発見することに集中してほしい」と
著者マリニョ氏は語る。
　サンティアゴは、ヘロデ王の迫害によって、西暦44年頃にパレスチナ
で斬首刑されて殉教した聖人である。伝説によると、遺骸は小舟でスペ
インに運ばれ、ガリシアで埋葬された。9世紀に、聖ヤコブの遺骸が納
められた墓が発見されると、発見地はサンティアゴ・デ・コンポステーラ
と名付けられ、やがてエルサレム、ローマと並ぶ巡礼地へと変貌した。
　網の目のようにヨーロッパ中へ広がるサンティアゴ巡礼路は、最盛
期の12世紀には、巡礼者に加えて、貴族、商人、職人といった様々な職
業の人、また文物が行き交う路となり、「豊かな文化交流の最大の水
脈」となった。そして巡礼路では、「使徒サンティアゴの人生と死、さら
に彼が行った奇蹟についての伝説も旅をした」という。旅をする過程
で、サンティアゴは、福音伝道者、戦士、巡礼者へと姿を変えていき、民
衆はその奇蹟に熱狂した。
　本書では、変容するサンティアゴ伝説が時系列で紹介されている。
中世人の心が直接反映された伝説は、当時の世界観を知る手がかり
になるであろう。本書を読み、伝説が生まれた「歴史的瞬間」に立ち会
ってみるのはいかがだろうか？ 　　　　　　　　　　文　福地恭子

サンティアゴ巡礼の歴史

【著者】 ホセ・ラモン・マリニョ・
フェロ

【訳】 下山静香　【監訳】 川成洋
【出版社】 原書房
【定価】 3,570円（税込）
【ISBN】9784562048540
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チンチョン伯爵夫人
（その１）

　プラド美術館本館のSALA37の部屋には、一枚の大きな絵画が展示され
ている。数奇な運命を辿ったこの絵はこの場所に移動して（多分、最後の
場所となるであろうが）まだ10年ほどしか経っていない。この絵に描かれ
た女性の名前は「チンチョン伯爵夫人（女伯爵）」と言う。わざわざ女伯爵
と入れたのは、彼女が伯爵と結婚して伯爵夫人となったのではなく、伯爵
は彼女自身への爵位であったからである。これから、ゴヤの肖像画の最高
傑作といわれるこの絵について何回かに分けて連載を進めることにする。
　堀田善衛の大著『ゴヤ』の第二巻にはこの≪チンチョン伯爵夫人像≫
について詳しく述べられている。ゴヤはチンチョン伯爵夫人（正式名称
は、María Teresa de Borbón y Vallabriga）を生涯に二度描いている。しか
も17年の時を経て。チンチョン伯爵夫人の祖父はフェリーペ5世であり、

（二度目の妻との間の）長男がカルロス3世として王位に就く。チンチョ
ン伯爵夫人の父親はカルロス3世の弟（3男）ドン・ルイスである。次に、
カルロス3世のあとを継ぐのが次男（長男は身体的に不適格者であった
ため）のカルロス4世である（ゴヤの描いた≪カルロス４世の家族≫で
有名）。従って、チンチョン伯爵夫人は国王カルロス４世とは、父親同士
が兄弟の従兄妹の関係であった。
　チンチョン伯爵夫人は、1780年11月26日トレドで生まれた。父親ド
ン・ルイスはスペインの王にはなれなかったが、親王として贅沢三昧
の一生を送った。後年49歳でナバーラ出身の貴族マリア・テレサと結婚
し、マドリッドの西方135キロにあるアナーレス・デ・サン・ペドロという
山間の町の離宮に家族とともに隠棲した。そして1783年の夏にゴヤが
この離宮に呼ばれ、いくつかのドン・ルイス家族の肖像画を残した（ド
ン・ルイスはこの2年後に逝去）。
　ドン･ルイスには三人の子供がおり、ゴヤは幼い長男と長女のそれぞ
れの肖像画を描いている。長男のルイス・マリアは後に枢機卿兼トレド
大司教というスペイン宗教界に君臨する最高職位に就くことになる。一
方、長女のマリア・テレサ（母親と同じ名前）はこのときわずか3歳、ゴヤ
が再び彼女を描くのは17年後の1800年、彼女がチンチョン伯爵の爵位
を与えられたときである。この爵位は彼女一代限りのもので、彼女は別
に「スエーカ公爵夫人」という爵位も持っていたので、後裔はスエーカ
公爵の爵位を継いでゆく。堀田善衛は書く：

「私はマドリードの現スエーカ公爵夫人の好意で二度この薄幸な夫人の
像の前に立つことが出来た。この最高傑作は、いままでの如何なる規模の
ゴヤ展覧会にも出品されたことがない。・・・夫人はゴドイの子（娘）を宿し
ている。・・・緑と青との羽毛の髪飾りと紗のリボンをつけた金髪が額を蔽
っていて、その下の眼の物語る、えもいわれぬ複雑かつ微妙なものは、そ
れ自体でゴヤがこの20歳の姫に寄せた感情そのものであろう。・・・17年
前の、あの無垢なマリア・テレサのことをゴヤがこれを描きながら思い出
さぬ筈はなかった。・・・それにしてもこの、悲劇的、と言ってよいほどのとこ
ろまで高まっている、清楚、清麗……。ゴヤの憐れみと同情は大画面に満
ちて画外へ溢れて出て来る。額縁などもいらぬくらいのものである。」
　私が、この≪チンチョン伯爵夫人像≫を初めて観たのは、マドリッド
駐在中プラド美術館別館で開催された「ゴヤ特別展」であった。それま
でどこにも展示されたことのない≪チンチョン伯爵夫人像≫が今回は
終にスエーカ公爵家の計らいで展示されることになったと、新聞でも大
きく報道されていた。
　私は、展示期間中毎日のようにこの絵の前に立った。仕事の合間を縫
っては、本館の向かいにあるプラド美術館別館を訪れた。入口正面にそ
の絵は設置されていた。ほの暗い館内でその絵にだけに、一条の光が射
していた。巨大な画布（216ｘ144cm）に浮き上がる彼女の姿は、堀田善
衛が書いてある通りであった。椅子に座して1点に目をやる若い姫の彼女
自身の人生が凝縮している。背景は闇の中である。その絵の前で誰もが
居住まいを正さざるを得ない、そういった厳粛さに包まれた絵であった。
　ところで「チンチョン」とは、マドリッドから南へ46キロ離れたカスティ
ーリャの古い町である。アランフエス宮殿の観光の帰り道に何度も立ち

寄ったが、上品で物静かな街であった。勿論、チンチョン伯爵夫人とは
直接関係はない。
　再びチンチョン伯爵夫人マリア・テレサに戻る。マリア・テレサの父親
ルイス・アントニオ親王（ドン・ルイス）はスペイン王フェリーペ5世の2番
目の妻との間の3男としてマドリッドで生まれた。幼少から聖職者となる
ように育てられた。8歳で金羊毛騎士団員、トレド大司教、ローマのサン
タ・マリア・デッラ・スカラの枢機卿となった。その後還俗して王位継承に
野心をみせたため、国王となった兄のカルロス3世に疎まれることとな
った。このため親王はマドリッドから遥かに遠方の田舎に隠棲すること
になったのである。また、49歳で結婚した相手のアラゴンの貴族マリア・
テレサ・デ・バリャブリガ・イ・ロサスは王侯出身ではないため、この結婚
は貴賎結婚と見なされ子供たちは庶子扱いを受けることになった。
　カルロス４世の王妃マリア・ルイサ・デ・パルマは男妾であったゴド
イ宰相に箔をつけてやるため、然るべき血筋の結婚相手を探していた。
候補にあがったのが１８歳になったばかりのブルボンの血筋をひくマ
リア・テレサであった。先王から冷遇されていた親王ドン・ルイスの長女
である。これほどの血統はざらにいるものではない。マリア・テレサの家
系救済（既に両親ともに没して久しい）の恩を売るためにも、愛人ゴド
イをブルボン家の一員にするためにも、一石二鳥の政略結婚であった。
このときゴドイには公然の妾、ペピータ・トゥドーがいた。　　（つづく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　桑原真夫

チンチョン伯爵夫人マリア・テレサ像
フランシスコ・デ・ゴヤ画

Arte
芸術

桑原真夫
くわばらまさお  /  Masao Kuwabara

詩人・エッセイスト　広島県鞆の浦出身、北大卒。

1977年よりほぼ毎年スペインを訪問。1984年から1989年まで銀行員とし

てマドリッドに駐在。ヨーロッパ在住約14年。スペイン関連著書多数。

最新刊に『ロサリアの秘密の生涯』（ルース・ポソ・ガルサ詩集：土曜美術社

出版販売）。『ジャック・ブレルという詩人』及び『フランソワーズ（遠藤周作

のパリの許婚）』を出版予定。



44     www.acueducto.jp 

Novela
小説

大海原

María Parra 

マリア・パラ

アストゥリアス出身。３２歳。
イラストレーションを学んだが、幼い頃より物語
に興味をもつ。近年、文学作品の校正にたずさ
わる知人のすすめで、作品の執筆をはじめる。

 第２章 

　航海は、普段の生活となんら変わりなく続きましたが、船乗りたち
は、女性が船に乗り込んでいることが気に入らないようで、すぐに私か
ら離れようとしました。おかげで、台所仕事を手伝う必要もなく、幼い弟
の世話をする時間もたっぷりとありました。ディエゴと私は、しばらくは
楽しく過ごしていました。
　どうやら他の乗客も、船の中では、とりたてて何かをする必要がない
ようでした。しかし、ほとんどの乗客は、たくさん船賃を支払っている冒
険好きの商人でしたから、乗組員には、あれやこれや口うるさいようで
した。船に乗り込んでいる商人の目的は、海岸沿いに、シルクロードの
向こうまで行くことでした。いつの時代にも、そんな輩がいるものです。
あえて、地図の境界線より先にある未知の世界に航海したがるのです。
　ところが、航海がはじまって２か月が経った頃のことです。船に、病
気が蔓延しはじめたのです。病気になった船組員は、弱ってその業務
を全うすることができなくなりました。まもなく、幾人かの皮膚に斑点
が現れはじめ、驚いた父は、私に命じました。我々にあてがわれた小さ
な船室にディエゴを連れて行って、病気がおさまるまでそこから出る
な・・・と。そして、父は、我々に分け与えられたわずかの食事を、毎日、
船室の私とディエゴに運んでくれたのです。

　そんな父の顔色が、しだいに悪くなってきました。ある晩のことです。
ディエゴが眠ったあと、途方に暮れたような父は、私に話してくれまし
た。３分の１の乗組員や乗客が、血液の病気で亡くなり、まもなく自分
も死んでしまうにちがいない・・・と。私は、泣きながら父と抱き合い約
束しました。もし父がいなくなっても、ディエゴの世話をしながら強く生
きる・・・と。
　１週間後のことです。私は、父の遺体がくるまれた布に、震えながら
手を合わせました。まだ元気な乗組員が、しきたりに習い、父のなきが
らを海に放ちました。ディエゴは、ただ、だまって私のスカートをつかん
でいるばかりでした。私たちは、抱き合って、失ったものの大きさに涙し
ました。とうとう、私たちは、二人きりになってしまったのです。この旅で
生きながらえるのか、死んでしまうのか・・・、ともかく、知らない人ばか
りの中で、運命に身を委ねるよりほかないと決意した瞬間でした。

作・イラスト  María Parra　校正  Miguel A. Carroza
訳　 坂東俊枝    
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無料体験レッスン随時実施中！

お気軽にお問合せください。
無料体験レッスン随時実施中！

お気軽にお問合せください。
「私のスペイン語、通じた♪」 を実感
・ネイティブ講師だからプチ留学気分で自然なスペイン語をマスター
・定員６名までの少人数制グループレッスン
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まで無料でお手伝いいたします。語学留学、シニア向けのロングステイ
プログラム、スペイン語＋フラメンコ、スペイン料理、スペインワイン講座、
など楽しいプログラムもあります。
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